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よび系統樹解析を行った｡ (結果 ) (1)すべての種でヒ
トの塩基多様性 (0.016% ;世界 中の 53個体のデータに
基づく)を上回 っていた｡(2)オ ランウー タンが明砿な






























































か らの 1"位 水 酸 化 体生成 活 性 は 1"R-OIl<
1'S-OH,S-BFからは 1"R-0日>1"S-0日であった｡そこ
で,ニホンザル肝に存在する CYP分子種の性質を検討す
るために,マ-モセットCYP2D19cDNAの塩基配列に韮づ
いて調製したプライマーを用いた RT-PCRにより.ニホン
ザル肝抽出totalRNAからcDN^ を作烈し,大腸菌ベクタ
ーであるpBSにクローニングして塩基配列を決定した｡
次いでシャトルベクターpGYRlにサブクローニングした
後に酵母細胞にトランスフェクションし,道元酵索と共
発現させた｡このようにしてニホンザル肝より得られた
CYP分子種は推定アミノ酸配列においてヒトCYP2D6,カ
ニクイザル CYP-2D17及びマ-モセットCYP2D19と各々
99,96及び 88%の相同性を示し,CYP2D29と命名された｡
BF1"位水酸化反応においてCYP2D29発現酵母Msはニホ
ンザル肝Msと同じ立体選択性を示すと共に,ニホンザル
肝MsによるBF1"位水酸化反応は,ヒトCYP2D6の特異
的阻害剤quinidineあるいはラットCYP2D2抗体添加によ
り,濃度依存的に阻害された｡以上の結果より,ニホンザ
ル肝にはヒトCYP2D6と良く類似するCYP2D29が存在し,
光学活性医薬品の立体選択的酸化反応に寄与することが
明らかになった｡
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